
鴨川市教育委員会３月定例会会議録 
 

 

１ 日  時       平成２３年３月２２日（火）       開会 午後３時 

                                                      閉会  午後４時５５分 

２ 場  所       鴨川市天津小湊支所 ２階 会議室 

 

３ 出席委員       （１）村上 修平 （２）佐久間秀子  （３）佐々木久之 

          （４）根本新太郎 （５) 長谷川孝夫   

 

４ 出席職員       （１）福田 典白  （２）滝口 悦夫    （３）熊切 隆夫 

（４）黒野 雅典  （５）山田 一郎  （６）石川 丈夫 

 

５ 委員報告 

・委員報告に先立ち、村上委員長から、３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震に

より亡くなれた方々のご冥福と被災された方々が一刻もはやく元の生活に戻れるこ

とを共に祈ろうとの呼びかけがなされた。 

・根本委員から、長狭学園の卒業式では多くの在校生に見守られて温かい雰囲気の中で

卒業生が巣立っていったこと、小中一貫校である長狭学園の６年生は卒業式をどんな

気持ちで迎えたのか知りたいと思ったこと、小湊小学校の卒業式は卒業生が１０名と

少なかったが、校長が卒業生一人一人に言葉かけをするなど、手づくりの式であった

との報告がなされた。また、大地震に関して、安房東中学校は、海の近い川の近くの

低地にあるので、特に生徒一人一人が津波を意識して対応する必要があること、さら

に避難場所についても再検討をしていく必要があることについて、報告がなされた。 

・佐々木委員から、安房東中学校の卒業式では、停電になることもなく生徒数は少なく

ても歌が上手でよい式であったこと、曽呂小学校の卒業式ではインフルエンザで休ん

だ児童の呼びかけを他の児童が立派に代役を務めていたこと、学校長が式辞の中で一

人一人に言葉がけをしていたこと、曽呂幼稚園では卒園児は２名であったが立派な態

度で式に参加していたことについて、報告がなされた。また、大地震に関して、新年

度からの被災者園児児童生徒の受入れが１箇所に集中した場合の対応と１５日から

中止している給食の再開について、事務局への質問が出された。 

・佐久間委員から、鴨川中学校の卒業式では式の前に地震が発生した場合の対応につい

て説明がなされるなど、参加者への配慮が十分なされていたこと、卒業生が３名欠席

したことは残念なことであったが在校生と卒業生の態度や合唱は立派であったこと、

鴨川小学校の卒業式では在校生の「卒業生を送ることば」と卒業生の「お別れの言葉」



がともに素晴らしかったことが報告された。また、大地震に関して、学校が避難場所

になっているが、山崩れなどの心配がある所もあり、避難者の受け入れをどうするの

かとの質問が出された。 

・村上委員から、閉校を迎える江見中学校の卒業式は３年生が最後の卒業生としての自

覚を持ちこの１年間がんばってきた様子が伝わってきたこと、太海小学校の卒業式で

は子どもたちの背筋がよく伸び、精一杯歌う姿が印象的であったこと、大地震による

被災者を気遣う言葉が校長の挨拶の中にあったことについて報告がなされた。また、

事務局に対し、計画停電により中止している学校給食の今後の対応とインフルエンザ

による欠席状況に関する質問が出された。 

 

６ 教育長報告 

・長谷川教育長から、本市では東日本大震災による被災者の受け入れに、市施設であ

る大山地区にある青少年研修センター、小湊地区にある市川住宅、浜荻地区にある  

恵車住宅を提供しているほか、亀田総合病院による透析患者受け入れと老介護老人

保健施設「小名浜ときわ苑」の入所者受け入れ、さらに民間ボランティアが旧大山

小学校を市から借り受け、運営する「大山支援村」、民宿や旅館組合での受け入れ

も準備が進められているとの報告がなされた。 

・また、被災者園児児童生徒は、それぞれの保護者の意向に沿って希望者全員を受け

入れ、学用品や教材費、制服、通学自転車等の支給や貸与をしていくが、ある学校

に受け入れが集中し教室が不足する状況になった場合は他校への分散も考えている

こと、学校給食の再開については、計画停電が実施される中では通常の給食を毎日

提供することが難しいが、再開については安房地区の教育長とも相談しながら同じ

歩調で進めていきたいと考えていること、学校給食が中止となった３月１５日以降

の給食費は各家庭に返金する方向で準備を進めていることについて、報告がなされ

た。 

・福田教育次長から、市内幼稚園、小中学校でのインフルエンザによる欠席状況につ

いて、１２月頃から継続的に流行が続いているが、特に今年度は２月以降も欠席す

る子が多く、これまで小中学校９校で学級・学年閉鎖が実施されたとの報告がなさ

れた。 

 

【報告に対する質疑】 

 質疑なく、全員の了解が得られた。 

 

 

７ 議   事 



（１）議案第１号 「鴨川市教育委員会行政組織規則の一部を改正する規則の制定につ

いて」  

・山田スポーツ振興課長から、平成２３年度に開催された第６５回国民体育大会ボクシ

ング競技の終了により、スポーツ振興課内の国体推進室を廃止することに伴い、同規

則の一部を改正することについて、資料を基に説明がなされた。 

 

・議案第１号については、質疑なく全会一致で可決された。 

 

（２）議案第２号 「鴨川市教育委員会処務規程の一部を改正する訓令の制定について」 

 ・山田スポーツ振興課長から、議案第１号と同様に、スポーツ振興課内の国体推進室を

廃止することに伴い、同訓令の一部を改正することについて、資料を基に説明がなさ

れた。 

 

・議案第２号については、質疑なく全会一致で可決された。 

 

（３）議案第３号 「鴨川市言語指導教室通級指導実施要綱の一部を改正する訓令の制

定について」 

 ・福田教育次長から、平成２３年４月１日より、ＬＤ（学習障害）・ＡＤＨＤ（注意

欠陥多動性障害）通級指導教室が新たに設置されることに伴い、関係要綱の一部改

正を行うことについて、資料を基に説明がなされた。 

 

・佐々木委員から、通級指導教室を新たに設置することに伴う教員の配置に関する質問

があり、福田教育次長より特別支援教育を専門とする教員が県教育委員会から１名配

置されるとの説明がなされた。 

・佐久間委員から、通級指導教室の名称に関する質問があり、福田教育次長より行政上

の教室名はＬＤ・ＡＤＨＤ指導教室であるが、特別支援学級と同様に設置校が決めた

独自の愛称を日常的に使用することになるとの説明がなされた。 

・長谷川教育長から、今回設置される通級指導教室の指導エリアに関する質問があり、

福田教育次長より当面東条小児童を対象に指導するが、将来的には他校通級も実施し

ていきたいとの説明がなされた。 

・長谷川教育長から、安房地区に初めて設置されたＬＤ・ＡＤＨＤ通級指導教室であ

ることから、安房地区の発達障害の児童・生徒への支援の中核的な役割を果たす教

室にするとともに、安房地区各市町にも同教室が設置されるのが望ましいとの意見

が出された。 



 

・議案第３号については、その他に質疑なく全会一致で可決された。 

（４）議案第４号 「教育機関（鴨川市立鴨川中学校）の敷地の変更について」 

 ・滝口学校教育課長から、鴨川市立鴨川中学校の敷地及び建物に関して、教育財産と

しての用途を廃止することについて、資料を基に説明がなされた。 

 

・議案第４号については、質疑なく全会一致で可決された。 

 

（５）議案第５号 「鴨川市社会体育施設の設置及び管理に関する条例施行規則の一部を

改正する規則の制定について」 

 ・山田スポーツ振興課長から、宮運動広場を社会体育施設に追加する条例の制定に伴

い、宮運動広場の利用時間及び休業日を定めることについて、資料を基に説明がな

された。 

 

・議案第５号については、質疑なく全会一致で可決された。 

 

（６）議案第６号 「鴨川市社会教育関係事業補助金交付要綱の一部改正について」 

 ・黒野生涯学習課長から、社会教育関係事業補助金交付要綱の交付申請書に、交付申請

額を明記する事項を加えることについて、資料を基に説明がなされた。 

 

 ・村上委員から、これまでの交付申請書の記載事項に関する質問があり、黒野生涯学習

課長より交付申請が明記する様式ではなかったとの説明がなされた。 

 

 ・議案第６号については、その他に質疑なく全会一致で可決された。 

 

（７）議案第７号 「鴨川市文化財保護審議会への諮問について」 

 ・黒野生涯学習課長と石川生涯学習課主査から、「山王講の山車と人形」と「諏訪講の

山車と人形」を鴨川市有形民俗文化財に指定するため、鴨川市文化財保護審議会に諮

問することについて、資料を基に説明がなされた。 

 

 ・村上委員から、鴨川市有形民俗文化財になった場合に受けられる保護に関する質問が

あり、石川生涯学習課主査より文化財の改修、所有者の変更については事前に教育委

員会に連絡が必要となるが、文化財の維持管理については教育委員会も関わっていく

ことになるとの説明がなされた。 



 ・佐久間委員から、指定する文化財のもともとの所有者に関する質問があり、石川生涯

学習課主査より東京都神田の町内会が所有していたものを譲り受けたとの説明がなさ

れた。 

 ・根本委員から、市有形民俗文化財に対する市の負担に関する質問があり、黒野生涯学

習課長より改修費については文化財所有者が負担することが原則だが、予算の範囲内

で市が補助金を交付できることになっているとの説明がなされた。 

 

 ・議案第７号については、その他に質疑なく全会一致で可決された。 

 

（８）第８号議案 「鴨川市立幼稚園長の委嘱について」 

  ・滝口学校教育課長から、幼保一体化施設を除く７幼稚園の園長を隣接小学校校長に

委嘱することについて、資料を基に説明がなされた。 

 

・議案第８号については、質疑なく全会一致で可決された。 

 

（９）第９号議案 「鴨川市立幼稚園副園長の委嘱について」 

  ・滝口学校教育課長から、幼保一体化施設の幼稚園及び江見・太海・曽呂幼稚園６園

に、隣接小学校教頭、長狭幼稚園においては長狭小学校副校長を副園長に委嘱する

ことについて、資料を基に説明がなされた。 

 

・議案第９号については、質疑なく全会一致で可決された。 

 

（10）第１０号議案 「鴨川市社会教育指導員の委嘱について」 

 ・ 黒野生涯学習課長から、平成２３年度の鴨川市社会教育指導員の委嘱について、資

料を基に説明がなされた。 

 

・議案第１０号については、質疑なく全会一致で可決された。 

 

（11）第１１号議案 「鴨川市家庭教育指導員の委嘱について」 

・黒野生涯学習課長から、平成２３年度の鴨川市家庭教育指導員の委嘱について、資

料を基に説明がなされた。 

 

・議案第１１号については、質疑なく全会一致で可決された。 



 

（12）第１２号議案 「鴨川市公民館長の委嘱について」 

・黒野生涯学習課長から、公募中の江見地区公民館長を除く平成２３年度の鴨川市公

民館長の委嘱について、資料を基に説明がなされた。 

 

・議案第１２号については、質疑なく全会一致で可決された。 

 

（13）第１３号議案 「鴨川市郷土資料館長の委嘱について」 

  ・黒野生涯学習課長から、平成２３年度の鴨川市郷土資料館長の委嘱について、資料

を基に説明がなされた。 

 

・議案第１３号については、質疑なく全会一致で可決された。 

 

（14）第１４号議案 「鴨川市立図書館長の委嘱について」 

 ・黒野生涯学習課長から、平成２３年度の鴨川市立図書館長の委嘱について、資料を

基に説明がなされた。 

 

・議案第１４号については、質疑なく全会一致で可決された。 

 

 

８ その他  

（１）滝口学校教育課長から、平成２３年度の入学式、入園式における告辞者等について

説明がなされた。 

 

（２）各課長から、資料をもとに４月の行事予定について説明がなされた。また、滝口学

校教育課長から、４月の定例教育委員会会議について説明がなされ、４月２０日（水）

に開催することになった。 

 

 

村上委員長は、一切の審議の終了を告げ、閉会を宣言した。 

 

 

以上、会議の顛末を記載し、相違ないことを証するため署名する。 



 

                                                    平成２３年４月２０日 

 

   鴨川市教育委員会  委員長           

 

                       委員長職務代理者 

 

                       教育次長     

 

                                              会議録作成者  福 田 典 白 

  

 

  


